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AI・AR 技術を活用した新手法により 
男性の顔印象に関する国別・世代別の違いを確認 

 
株式会社ファイントゥデイ（本社：東京都港区、代表取締役 社⾧ 兼 CEO：小森哲郎）は、

AI（人工知能）・AR（拡張現実）技術を用いて個人に内在する顔のイメージを可視化する新手法を
活用し、男性の顔印象に関する国別・世代別の研究を実施しました。その結果、被験者の世代、国籍
により、男性が理想とする顔印象や、その実現に向けたアプローチが異なることを確認しました。 

今回の研究成果は、第 䐶䐻 回日本感性工学会（䐶䐴䐶䐹 年 䐽 月 䐵䐻 日～䐵䐽 日・東京都）および第 䐷䐴 回
日本顔学会（䐶䐴䐶䐹 年 䐵䐵 月 䐵 日～䐶 日・東京都）にて発表しました。 
 
■背景 

SNS の普及に伴い、世界中の美容情報やトレンドに誰もが瞬時にアクセスできるようになり、自己
表現や美しさの価値観が多様化しています。これまでの「美容は女性のもの」といった固定概念が
薄れ、男性向けのスキンケアやメイクアップ製品が急増し、男性化粧品市場は今後もさらなる拡大が
予想されています。 

男性の美容への関心が高まる一方で、女性と比較して男性の印象に関する研究は少なく、年齢や
国籍の違いにより、印象形成におけるアプローチがどのように変わるのか、これまで十分に解明され
ていませんでした。 

そこで当社は、パーフェクト株式会社（東京都港区）の AI・AR 技術を用いて独自開発したシミュ
レーションツールにより、感覚的に顔パーツを変容し、「求める印象」を即時に可視化できる新手法を
開発し、世代別と国別で、男性の求める顔印象とその変容アプローチの違いを明らかにすることを試
みました。 
 
■研究内容 
【実験➀】他者顔に対する印象ごとの変容アプローチ-世代別の検討- 
被験者： 
䐶䐴～䐸䐽 歳 日本人男女 䐺䐹 名 
 
内容： 
被験者に 䐶䐴～䐸䐴 代の男性の顔画像 䐷 枚をランダムに提示し、シミュレーションツールを用いて
「目」「瞳」「鼻」「口」「眉」の形や大きさ、位置などを自由に調整することで、「かっこいい印象」と
「親しみやすい印象」へ変容するよう指示しました。 
 
結果： 
「かっこいい印象」の指示に対しては、䐸䐴 代の被験者はしっかりとした角度と太さがある眉の形を選
択したのに対し、䐶䐴 代と 䐷䐴 代の被験者は眉の左右の距離および眉と目の距離を近づけ、パーツを顔
の中心に寄せる傾向が見られました。「親しみやすい印象」の指示に対しては、被験者の世代が上がる
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につれて、目を丸く、眉の形をなだらかにする傾向がありました。また、「かっこいい印象」と
「親しみやすい印象」に寄与する瞳の色は異なっていました。 
これらのことから、目や眉の形、瞳の色といった目元の変容が、他者に与える印象に影響することが
明らかになりました。 

 
図 䐵 各世代の「かっこいい印象」に対する変容特徴を反映し、 

AI で生成した男性顔をシミュレーションツールで特徴的に変化させたイメージ画像。 
䐶䐴 代・䐷䐴 代は、特定パーツのサイズ変更ではなく各パーツの配置を近づけたのに対して、 

䐸䐴 代は目を大きくさせ、眉の角度を高くした 
 
【実験➁】自己顔に対する理想の顔への変容アプローチ-国別の検討- 
被験者： 
䐶䐴～䐹䐽 歳 日本人男性 䐵䐶䐶 名、ベトナム人男性 䐷䐶 名 
 
内容： 
被験者の顔画像を撮影し、シミュレーションツールを用いて「目」「瞳」「鼻」「口」「眉」の形や
大きさ、位置などを自由に調整することで、「理想の自己顔」を作成するよう指示しました。 
 
結果： 
「理想の自己顔」に対して、日本の男性は鼻を大幅に細くし、目と眉を近づけ、眉の色を茶色に変容
させました。一方、ベトナムの男性は目を垂れ目にさせる傾向がありました。 

 
図 䐶 AI で生成した男性顔に対して、各国の被験者の変容特徴を 

シミュレーションツールで顕著に変化させたイメージ画像。 
日本人とベトナム人とで、鼻の細さ、目の角度、目と眉の距離が異なった 
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以上の研究から、男性が求める顔印象とその変容アプローチは、評価者の世代や国籍によって異なる

ことを確認しました。これは、「どのように見られたいか」「どう見せたいか」という心理的要因に
加え、ライフスタイルやトレンドなどの社会的・文化的な背景から形成される美意識が、求める顔印象
への変容アプローチに関係していることを示唆します。 
 
■今後の展望 

「世界中の誰もが、素晴らしい一日を紡ぎ、いつまでも美しく、豊かな人生を送れるようにすること」
というパーパス（存在意義）のもと、当社は美意識を起点とした製品開発により、「uno」「エージー
デオ２４メン」から男性の「自分らしい魅力」を引き出す革新的な製品を送り出してきました。 
本研究で得られた知見を活かし、世代や文化によって異なる多様な価値観を理解することで、一人
ひとりの「なりたい自分」に寄り添う製品・サービスの提供を目指します。 

 
 
＜関連記事＞ 
AI・AR 技術を用いた顔印象の評価手法を新開発： 
https://www.finetoday.com/jp/news/newsrelease/䐶䐴䐶䐹䐵䐶䐵䐻䐴䐵/ 
 
＜関連 URL＞ 
公式ウェブサイト：https://www.finetoday.com/ 
 
 

以 上 
 

 

■ファイントゥデイグループについて 

ファイントゥデイグループは、2021 年に資生堂のパーソナルケア事業から独立して創業しました。 
私たちは、世界中の誰もが、素晴らしい一日を紡ぎ、いつまでも美しく、豊かな人生を送れるようにすることをパ
ーパスに掲げ、その達成に向けて地球環境および社会の持続可能性と、収益性ある成⾧を一体化させて推進してい
ます。 
私たちの DNA に由来する美意識は、洗練されたオペレーション、独自の価値提供、グローカルな行動様式などに
受け継がれています。 
私たちは、世界中の人々にときめきを通じてウェルビーイングを届ける、アジア No.1 の日用美品の創造企業とな
ることを目指しています。 


